
令和8年度

心の教育

ふれあいふれあい
�コンサート�コンサート

第1クール　 ９月 ８日（火）、 ９日（水）、10日（木）、11日（金）
第2クール　 ９月15日（火）、16日（水）、17日（木）
第3クール　10月14日（水）、15日（木）、16日（金）

横浜みなとみらいホール　大ホール

第1回公演（午前の部）　10：30から

第2回公演（午後の部）　13：30から
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横浜市教育委員会

横浜みなとみらいホール（公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団）

日程

会場

時間

指揮

演奏

司会

主催

共催

協賛企業　心の教育ふれあいコンサートは、次の方々に御協賛いただいております。

■ 指
し

揮
き

者
しゃ

：松
まつかわ

川　智
とも

哉
や

（第１クール）

東 京 藝 術 大 学
音楽学部指揮科
卒業、同大学院
音楽研究科指揮
専 攻 修 士 課 程
修了。2019～
2021年東京シ
ティ・フィルハー
モニック管弦楽

団指揮研究員。2022～2024年セントラル
愛知交響楽団アソシエイトコンダクター。
これまで、東京シティ・フィルハーモニッ
ク管弦楽団、藝大フィルハーモニア管弦
楽団、神奈川フィルハーモニー管弦楽団、
富士山静岡交響楽団、セントラル愛知交
響楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽
団、大阪フィルハーモニー交響楽団、日
本センチュリー交響楽団他と共演。現在
オーケストラやオペラなどで幅広く活動
している。愛知県立芸術大学非常勤講師。

■ 指
し

揮
き

者
しゃ

： 丸
まる

田
た

　隼
はや

輝
き

（第２クール）

洗 足 学 園 音 楽
大 学 ヴ ァ イ オ
リン専攻卒業。
オーストリア・
アントンブルッ
クナー音楽大学
指 揮 科 を 飛 び
級、首 席 で 卒
業。ポルトガル・

第2回OCCO国際指揮コンクール優勝。
ウィーン・ディヒラー国際指揮コンクー
ル準優勝。2024年、日本製鉄文化財団・
若手指揮者育成支援制度のオーディショ
ンに合格。紀尾井室内管、読響、東フィル、
シティ・フィルで研鑽を積む。2025年、
ロームミュージックファンデーション音
楽セミナーのオーディションに合格。山
田和樹氏の指導のもとバーミンガム市交
響楽団を指揮。2026年、神奈川フィル
ハーモニー管弦楽団副指揮者に就任。

■ 指
し

揮
き

者
しゃ

： 阿
あ

部
べ

　未
み

来
らい

（第３クール）

東 京 音 楽 大 学
器 楽 専 攻（ピ
ア ノ ）卒 業、
同 大 学 大 学 院
科 目 等 履 修 生
作 曲・指 揮 専
攻（指揮）修了。
指 揮 を 広 上 淳
一、船橋洋介、

三河正典、時任康文の各氏に師事。また、
飯森範親氏の薫陶を受ける。ロータリー
財団国際親善奨学生としてドイツ、ドレ
スデンに留学。神奈川フィル副指揮者、
セントラル愛知交響楽団アソシエイトコ
ンダクターを歴任。2020年度山田貞夫
音楽財団山田貞夫音楽賞並びに特選受
賞。名古屋音楽大学非常勤講師。

 

撮影：藤本史昭

■ 神
か な が わ

奈川フィルハーモニー管
かんげん

弦楽
がくだん

団
1970年に神奈川県を本拠地とする唯一のプロ・オーケストラとして発足。
地域に密着した音楽文化の創造をミッションとして、神奈川県全域をはじ
め、全国各地で幅広い活動を続けている。1978年に一般財団法人、2014年
には公益財団法人として認定されている。
横浜・川崎を中心とする定期演奏会や特別演奏会、県内各地を回る巡回公演
などの主催公演を開催。音楽教育にも積極的で、小中学校での音楽鑑賞教室
を全国各地で開催し、広い世代に音楽の魅力を伝え、また医療機関や特別支
援学校への出張演奏も行っている。1989年神奈川文化賞、2007年NHK地
域放送文化賞、横浜文化賞、2022年地域文化功労者表彰をそれぞれ受賞。
2020年には創団50周年を迎え、現在、指揮者陣には、音楽監督に沼尻竜典、
名誉指揮者に現田茂夫、特別客演指揮者に小泉和裕を擁し、人気・実力とも
に益々注目されているオーケストラである。

ⒸShigeto IMURA ⒸRINZO



プログラム

♪ 交
こ う

響
きょう

詩
し

「ツァラトゥストラはかく語
か た

りき」より 冒
ぼ う

頭
と う

� R.シュトラウス
リヒャルト・シュトラウス（ドイツ　1864～1949）は、ヨーロッパで最

もっと

も有
ゆう

名
めい

な作
さっ

曲
きょく

家
か

の一
ひ と り

人です。華
か

麗
れい

な響
ひび

きの交
こう

響
きょう

詩
し

やオペラなどの作
さく

品
ひん

が特
とく

に有
ゆう

名
めい

です。この曲
きょく

は、物
もの

語
がたり

や情
じょう

景
けい

などをオーケストラによって表
ひょう

現
げん

する交
こう

響
きょう

詩
し

と呼
よ

ばれるものの一
ひと

つで、哲
てつ

学
がく

者
しゃ

・ニーチェの作
さく

品
ひん

が元
もと

になっています。全
ぜん

曲
きょく

を演
えん

奏
そう

すると30分
ぷん

以
い

上
じょう

かかりますが、今
き ょ う

日演
えん

奏
そう

される冒
ぼう

頭
とう

部
ぶ

分
ぶん

は、映
えい

画
が

等
など

を通
つう

じて聴
き

いたことがあるのではないでしょうか。�

大
だい

編
へん

成
せい

のオーケストラとオルガンの壮
そう

大
だい

な響
ひび

きが、みなさんを包
つつ

みこんでくれることでしょう。

♪ ポルカ「雷
ら い

鳴
め い

と稲
い な

妻
づ ま

」� J.シュトラウスⅡ
に

世
せ い

ヨハン・シュトラウスⅡ
に

世
せい

（オーストリア　1825～1899）は、多
おお

くのポルカ（速
はや

い2拍
びょう

子
し

系
けい

の踊
おど

りのリズム）

を作
さっ

曲
きょく

していますが、その中
なか

でもこの曲
きょく

は大
たい

変
へん

有
ゆう

名
めい

です。打
だ

楽
がっ

器
き

が活
かつ

躍
やく

する「雷
らい

鳴
めい

と稲
いな

妻
づま

」は大
おお

太
だい

鼓
こ

で雷
らい

鳴
めい

を、

シンバルで稲
いな

妻
づま

を表
あらわ

しています。3つの部
ぶ

分
ぶん

でできていますが、中
ちゅう

間
かん

の部
ぶ

分
ぶん

では雷
らい

鳴
めい

と稲
いな

妻
づま

が交
こう

互
ご

に激
はげ

しく鳴
な

り響
ひび

きます。

♪「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」K
ケッヘル

.525 より 第
だい

1楽
がく

章
しょう

� W.A.モーツァルト
ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（オーストリア　1756～1791）は、35年

ねん

という短
みじか

い生
しょう

涯
がい

の間
あいだ

に600曲
きょく

に及
およ

ぶ作
さく

品
ひん

を残
のこ

しています。この曲
きょく

は特
とく

に有
ゆう

名
めい

で、親
した

しみやすい旋
せん

律
りつ

と、軽
かろ

やかかつ生
い

き生
い

きとした

美
うつく

しさで、多
おお

くの人
ひと

々
びと

から愛
あい

されています。「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」とは「小
さ

夜
よ

曲
きょく

」（セレナー

ド）とも訳
やく

される、弦
げん

楽
がっ

器
き

のための楽
がっ

曲
きょく

です。4つの楽
がく

章
しょう

とも、魅
み

力
りょく

的
てき

で活
かっ

気
き

に満
み

ちあふれています。今
き ょ う

日は

第
だい

1楽
がく

章
しょう

のみの演
えん

奏
そう

ですが、ぜひ全
ぜん

曲
きょく

を通
とお

して聴
き

いてほしい作
さく

品
ひん

です。

♪ バレエ「くるみ割
わ

り人
にん

形
ぎょう

」より 花
は な

のワルツ� P.チャイコフスキー
ピョートル・チャイコフスキー（ロシア　1840～1893）は、有

ゆう

名
めい

なバレエ音
おん

楽
がく

「白
はく

鳥
ちょう

の湖
みずうみ

」や「眠
ねむ

れる森
もり

の美
び

女
じょ

」を作
さっ

曲
きょく

していますが、今
こん

回
かい

は同
おな

じバレエ音
おん

楽
がく

の「くるみ割
わ

り人
にん

形
ぎょう

」から「花
はな

のワルツ」を鑑
かん

賞
しょう

します。

くるみ割
わ

り人
にん

形
ぎょう

とは、人
にん

形
ぎょう

の形
かたち

をしたクルミを割
わ

る道
どう

具
ぐ

のことです。クリスマスの夜
よる

、主
しゅ

人
じん

公
こう

のクララが、ネ

ズミと戦
たたか

って負
ま

けそうになったくるみ割
わ

り人
にん

形
ぎょう

を助
たす

けると、人
にん

形
ぎょう

は王
おう

子
じ

に変
へん

身
しん

し、お菓
か

子
し

の国
くに

へ誘
いざな

ってくれま

す。この曲
きょく

は、コンペイトウの精
せい

の侍
じ

女
じょ

24名
めい

が、華
はな

やかな踊
おど

りを披
ひ

露
ろう

する場
ば

面
めん

で、ハープが効
こう

果
か

的
てき

に用
もち

いら

れたり、美
うつく

しい旋
せん

律
りつ

が様
さま

々
ざま

な楽
がっ

器
き

に受
う

けわたされたりしながら曲
きょく

が進
すす

みます。

♪ 小
しょう

フーガ  ト短
た ん

調
ちょう

 B
ベー

W
ヴェー

V
ファオ

578� J.S.バッハ
ヨハン・ゼバスティアン・バッハ（ドイツ　1685～1750）は、生

しょう

涯
がい

に200曲
きょく

以
い

上
じょう

のオルガン作
さく

品
ひん

を残
のこ

しま

した。この曲
きょく

は、みなさんもどこかで聴
き

いたことがあるのではないでしょうか。フーガは、始
はじ

めに示
しめ

された旋
せん

律
りつ

が、複
ふく

数
すう

の声
せい

部
ぶ

に次
つぎ

々
つぎ

に現
あらわ

れるという特
とく

徴
ちょう

があります。今
き ょ う

日は、パイプオルガンの豊
ゆた

かな響
ひび

きとともに、

次
つぎ

々
つぎ

に旋
せん

律
りつ

が重
かさ

なっていくおもしろさ、美
うつく

しさを感
かん

じ取
と

りましょう。

♪ ハンガリー舞
ぶ

曲
きょく

 第
だ い

5番
ば ん

� J.ブラームス
ヨハネス・ブラームス（ドイツ　1833～1897）は、演

えん

奏
そう

旅
りょ

行
こう

中
ちゅう

に耳
みみ

にしたハンガリーのロマの民
みん

族
ぞく

音
おん

楽
がく

を

楽
がく

譜
ふ

に書
か

き留
と

め、21曲
きょく

の舞
ぶ

曲
きょく

集
しゅう

をつくりあげました。もともとハンガリー舞
ぶ

曲
きょく

はピアノ連
れん

弾
だん

（1台
だい

のピアノ

を2人で弾
ひ

く）曲
きょく

でしたが、後
のち

にさまざまな音
おん

楽
がく

家
か

によってオーケストラに編
へん

曲
きょく

されています。曲
きょく

中
ちゅう

の速
そく

度
ど

の

ゆれや急
きゅう

激
げき

な速
そく

度
ど

の変
へん

化
か

、調
ちょう

の変
へん

化
か

などが起
お

こす効
こう

果
か

を味
あじ

わってみましょう。

♪ 行
こ う

進
し ん

曲
きょく

「威
い

風
ふ う

堂
ど う

々
ど う

」第
だ い

1番
ば ん

� E.エルガー
エドワード・エルガー（イギリス　1857～1934）の代

だい

表
ひょう

作
さく

の一つです。「威
い

風
ふう

堂
どう

々
どう

」とは、光
ひかり

を放
はな

つよう

なおごそかで堂
どう

々
どう

としている様
よう

子
す

を指
さ

します。この曲
きょく

をロンドンで初
はじ

めて演
えん

奏
そう

したとき、会
かい

場
じょう

は、大
おお

きく響
ひび

き

渡
わた

る拍
はく

手
しゅ

でいっぱいになり、熱
ねっ

狂
きょう

する人
ひと

々
びと

のために3回
かい

も繰
く

り返
かえ

し演
えん

奏
そう

したそうです。

この曲
きょく

を聴
き

いたイギリス国
こく

王
おう

エドワード7世
せい

も大
たい

変
へん

気
き

に入
い

り、親
した

しみやすいメロディーに歌
か

詞
し

をつけること

をすすめました。それが「希
き

望
ぼう

と栄
えい

光
こう

の国
くに

」という曲
きょく

に編
へん

曲
きょく

され、今
いま

でもイギリス第
だい

2の国
こっ

歌
か

と呼
よ

ばれるくら

いに人
ひと

々
びと

に愛
あい

され歌
うた

われています。

○	 交
こう

響
きょう

詩
し

「ツァラトゥストラはかく語
かた

りき」より 冒
ぼう

頭
とう

… ………………… R. シュトラウス

○	 ポルカ「雷
らい

鳴
めい

と稲
いな

妻
づま

」… ……………………………………………………… J. シュトラウスⅡ
に

世
せい

○	「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」 K
ケッヘル

.525 より 第
だい

１楽
がく

章
しょう

………… W. A. モーツァルト

○	 バレエ「くるみ割
わ

り人
にんぎょう

形」より 花
はな

のワルツ………………………………… P. チャイコフスキー

○	 小
しょう

フーガ ト短
たん

調
ちょう

 B
ベー

W
ヴェー

V
ファオ

578… ……………………………………………… J. S. バッハ

○	 ハンガリー舞
ぶ

曲
きょく

 第
だい

5番
ばん

… …………………………………………………… J. ブラームス

○	 行
こう

進
しん

曲
きょく

「威
い

風
ふう

堂
どう

々
どう

」 第
だい

1番
ばん

…………………………………………………… E. エルガー

出演者プロフィール
■ パイプオルガン：近

こん

藤
どう

　岳
たけし

� （第１クール）

東京藝術大学音楽学部作曲科卒業。同
大学別科オルガン科修了。同大学大学
院修士課程音楽研究科（オルガン）修了。
2006年文化庁新進芸術家海外研修員と
してフランス（パリ）に留学。国内外
でのオルガンリサイタルに加え、アン
サンブルや国内主要オーケストラとの

共演、他ジャンルのアーティストとのコラボレーションなど、活
躍の場は多岐に渡っている。2004年7月ミューザ川崎シンフォ
ニーホールのオープン当初から18年3月末までホールオルガニス
トを務めた。2020年刊行のオルガン教則本『オルガン奏法パイプ
でしゃべろう！パイプで歌おう！』（道和書院）の編著者を務め、
各方面から高い評価を得ている。現在、横浜みなとみらいホール 
ホールオルガニスト。東京藝術大学（オルガン）、および国立音楽
大学（作曲理論）非常勤講師。一社）日本オルガニスト協会会員。

■ パイプオルガン：斎
さい

藤
とう

　茉
ま

奈
な

� （第２.３クール）

武蔵野音楽大学ピアノ専攻卒業。武蔵野
音楽大学大学院ピアノ専攻、及び同大学
院ヴィルトゥオーゾコースオルガン専攻
修了。令和6、7年度水戸芸術館パイプ
オルガン・プロムナード・コンサート、
第53回日本オルガニスト協会新人演奏
会に出演。在学中、武蔵野音楽大学管弦

楽団とサン＝サーンス交響曲第3番「オルガン付き」で共演。武
蔵野音楽大学選抜学生によるコンサートに出演。第22回“万里の
長城杯”国際音楽コンクール一般の部Aピアノ部門第一位並びに
審査委員長賞。第27回彩の国・埼玉ピアノコンクールF部門入賞。
平成28、29、令和6、7年度福井直秋記念給付奨学金奨学生。こ
れまでにオルガンを石丸由佳、近藤岳、ピアノを黒田佳奈子、田
代愼之介、チェンバロを西山まりえの各氏に師事。現在、横浜み
なとみらいホール ホールオルガニスト・インターンシップ・プロ
グラム22期生。

Ⓒ藤本史昭 Ⓒ Ayane Shindo


